
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈2024年度～2027年度〉 

「釧路市男女いきいき参画宣言」 

わたしたち釧路市民は 

性別にかかわりなく ともに協力し合い 

一人ひとりが 個性と能力を生かし 

家庭や職場など 社会のあらゆる分野において 

すべての人が自分らしく生きられる  

男女平等参画社会を推進することを 

ここに宣言します 

プラン策定の趣旨 

男女共同参画社会の実現に向け、我が国においては平成１１年に男女共同参画社会基本

法が制定され、基本法に基づく「男女共同参画基本計画」や成長戦略等によってさまざま

な取組が進められてきました。さらに、平成２８年には「女性の職業生活における活躍の

推進に関する法律（女性活躍推進法）」が施行され、男女共同参画社会の実現に向けた取組

は新たな段階に入りました。男女平等参画への意識は、社会に少しずつ浸透してきている

ものの、少子高齢化や人口減少、ライフスタイルや世帯構成の変化など、社会情勢の変化

のほか、男女の仕事や生活を取り巻く状況への対応等、男女平等参画を取り巻く課題は多

様化しています。 

本市では、国や北海道などの男女共同参画推進の動向を踏まえ、平成２０年３月に「く

しろ男女平等参画プラン」を策定、平成２３年４月には、基本理念や市の施策の基本とな

る事項を定めた「釧路市男女平等参画推進条例」を施行し、これらに基づき諸施策の推進

に努めてきました。また、平成３０年３月には現行の「くしろ男女平等参画プラン ２０

１８～２０２７年度」を策定し、さまざまな施策を総合的かつ計画的に展開しているとこ

ろです。 

現行のプランは、策定から６年目の折り返しに入り、これまでの実施状況を踏まえ、本

市における男女平等参画社会の実現に向け、新たな課題に対応し時代の流れに合わせて一

部修正を加えたプランの見直しを実施し、「くしろ男女平等参画プラン（中間改定）」（２０

２４～２０２７年度 令和６～９年度）を策定するものです。 
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客観的な成果目標を持ち、事業を推進していきます。 

・各種審議会等委員の女性委員の登用割合 40％を達成すること 

・市男性職員の育児休業取得率 30％以上 

・市男性職員の出産休暇と育児参加休暇の合計取得日数 5日以上 100％ 

・マタニティ講座を受講したことで「妊娠・出産・育児に対する不安の解消に役立った」

と答えた者の割合 100％ 

・ファミリーサポートセンター会員数 H30の 1225人の 10％増 

・子育て支援拠点センター延利用者数 4万人以上の維持 

・事業所従事者数の女性従業員の割合 50％ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

くしろ男女平等参画プランの体系 
～ ともに創りあげる社会をめざして ～ 

[ 基本理念 ] 

男女平等参画社会を実現するための８本の柱 

② 社会における制度又は慣行の中立化への配慮 
性別による固定的な役割分担にとらわれず、男女がさまざまな
活動を選択できるよう、社会における制度や慣行のあり方を男
女の活動の選択に対してできる限り中立なものとするよう配
慮すること 

③ 政策等の立案及び決定への平等参画 
男女が、社会の対等なパートナーとして、さまざまな方針の立
案・決定に参画できる機会を確保すること 

④ 家庭生活における活動と他の活動の両立 
男女が相互の協力と社会の支援の下に、子育てや介護などの家
族の一員としての役割を円滑に果たし、かつ、自らの意思によ
って仕事や学習、地域活動などができるようにすること 

⑤ 性と生殖に関する健康と権利 
男女が互いの性について理解を深め、基本的に妊娠または出産
に関する事項に関し双方の意思が尊重され、生涯にわたり、と
もに健康な生活を営むことができるようにすること 

① 男女の人権の尊重 
男女の個人としての尊厳を重んじ、男女の性別による差別をな
くし、男女が個人として能力を発揮できる機会を確保すること 

⑦ あらゆる暴力の根絶 
男女が自らの性を大切にしながらお互いの人格を尊重しあう
ことができるように、あらゆる形態の暴力を根絶すること 

⑥ 国際社会の取組と配慮 
男女平等参画の推進は、国際社会の取り組みと密接な関係を有
していることから国際的な連携の下に行っていく必要がある
こと 

⑧ 就業の場における男女の平等の推進 
働く男女が性別による不利益な取り扱いを受けることなく、安
心して働き生活できるようにすること 

相談・支援体制の充実 

安心して暮らせる環境の整備 

生涯学習の推進 

生涯にわたる男女の健康支援 

（１）相談窓口体制の充実 
（２）支援機能の充実 

（１）多様な選択を可能にする学習機会の充実 
（２）生涯学習関連施設の充実及び情報の提供 

（１）高齢者福祉の充実及び社会参加促進 
（２）障がい者の自立した生活の支援 
（３）困難な状況におかれているすべての人が尊重される社会の実現 

に向けた環境づくりの推進 
（４）多様性を尊重する意識の浸透 
（５）社会全体での子育て支援 

（１）妊娠・出産・育児期における女性と子どもの健康支援 
（２）男女平等の視点に立った性教育の促進 
（３）成人期・高齢期における健康づくり支援 
（４）保健・医療体制の充実 

Ⅳ 
多様な を 
可能にする環境整備 

１ 

２ 

３ 

４ 

男女平等の視点に基づく 
教育・学習の推進 

男女平等参画を阻害する 
あらゆる暴力の根絶 

（１）多様な機会を通しての広報・啓発 
（２）調査活動及び情報の収集・提供 
（３）メディアにおける男女の人権への配慮 

（１）学校における男女平等を進める教育・学習の推進 
（２）家庭・地域における男女平等に関する教育・学習の推進 

（１）配偶者等に対する暴力を許さない社会の意識醸成 
（２）配偶者等への暴力防止と被害者への支援 
（３）セクシュアル・ハラスメント防止対策の推進 

男女の人権についての 
認識浸透 １ 

２ 

３ 

Ⅰ 
男女の人権の尊重 
 

（１）育児・介護休業制度等の定着促進 
（２）女性の就業機会の拡大と再就職支援 
（３）男女が共に責任を担う家庭生活の実現 

就労の場における機会均等の 
推進 

男女の仕事と家庭の両立 

多様な働きかたを可能にする 
環境整備 

女性の職業生活における 
活躍の推進 
（女性活躍推進計画） 

（１）男女の均等な機会と待遇の確保、結果の平等確保に向けた啓発等 
（２）就労者等への支援・相談支援体制の充実 
（３）職場における男女平等意識の推進 

（１）男女の職業能力の開発と就業支援 
（２）多様な働き方を可能にするための情報提供 
（３）農業等自営業に従事する女性への支援 

（１）男女が共に働きやすい環境づくりの推進 
（２）ハラスメントのない職場の実現 
（３）女性のライフステージに応じた支援 

Ⅱ 
男女が共に働く 
ための環境づくり 

１ 

２ 

３ 

４ 

政策・方針決定過程への 
女性の参画拡大 

家庭・地域社会における 
男女平等参画の推進 

（１）審議会・委員会等への女性の参画促進 
（２）計画策定及び意思決定過程への女性の参画拡大 
（３）企業及び地域活動組織等への女性の参画拡大 

（１）地域社会における男女平等参画に関する学習の推進 
（２）家庭・地域における男女平等参画促進 
（３）男女平等参画に関する活動への支援 
（４）防災分野における男女平等参画の促進 
（５）国際的視野に立った男女平等参画の推進 

Ⅲ 
あらゆる分野への 
男女平等参画の推進 

１ 

２ 


